
平
成
三
十
年
二
月
一
日
提
出

質

問

第

四

四

号

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る
権
利
擁
護
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

池

田

真

紀
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生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る
権
利
擁
護
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
平
成
三
〇
年
度
予
算
案
で
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
関
係
予
算
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
権
利
擁
護
と
適
正
化
に

関
し
、
以
下
、
質
問
い
た
し
ま
す
。

一

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
本
人
の
権
利
擁
護
の
し
く
み
は
な
ぜ
つ
く
ら
な
い
の
で
す
か
。
現
に
、
一
時
生

活
支
援
で
は
生
存
に
か
か
わ
る
権
利
侵
害
が
行
わ
れ
て
い
て
も
、
訴
え
る
場
所
や
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
方
公
共

団
体
の
自
治
事
務
で
あ
る
自
立
相
談
支
援
員
や
就
労
相
談
員
、
家
計
相
談
員
、
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
健
康
管
理
支
援
員
か
ら

の
不
当
な
指
導
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
訴
え
る
場
所
や
し
く
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
が
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
か

ら
こ
そ
、
権
利
擁
護
の
し
く
み
、
不
服
申
し
立
て
な
ど
の
制
度
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
手
持
ち
金
が
な
く
ア
ク
セ
ス
で
き
る

環
境
が
な
か
っ
た
り
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
こ
そ
、
国
で
責
任
を
も
っ
て
権
利
救
済
の
し
く
み
を
創

設
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
今
回
つ
く
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。
仮
に
、
つ
く
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
生
活
保
護

法
の
実
施
機
関
に
よ
る
「
生
活
保
護
法
第
二
七
条
の
二
」
を
運
用
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二

平
成
二
九
年
一
二
月
一
五
日
「
社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
及
び
生
活
保
護
部
会
報
告
書
」
に
お
い
て
、
情

報
共
有
の
し
く
み
の
中
で
、
「
本
人
の
同
意
を
得
ず
に
情
報
共
有
を
行
う
」
旨
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
行
政
と
し
て
の
権
限

一



が
あ
る
場
合
で
も
、
法
で
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
の
実
施
で
す
。
こ
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
お
い
て
は
、
多
く
は
委
託

事
業
者
で
す
。
公
務
員
で
も
国
家
資
格
の
専
門
職
で
も
な
く
、
倫
理
観
や
守
秘
義
務
に
つ
い
て
、
法
的
な
義
務
付
け
や
処
罰

な
ど
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
報
告
書
に
あ
る
「
円
滑
に
」
と
い
う
の
は
事
業
者
側
の
判
断
で
あ
り
、
当
事
者
か
ら
す
れ

ば
生
死
や
人
生
に
関
わ
る
大
き
な
支
障
に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
総
務
省
の
住
民
基
本
台
帳
上
の
支
援
措
置
に
対
し

て
も
、
刑
法
の
改
正
な
ど
を
受
け
慎
重
に
要
件
や
範
囲
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
九
七

条
第
二
項
と
生
活
保
護
法
な
ど
も
限
定
し
た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
い
て
権
利

擁
護
や
保
護
の
し
く
み
も
な
い
ま
ま
に
、
し
か
も
法
的
根
拠
や
範
囲
を
明
確
に
し
な
い
ま
ま
実
施
す
る
こ
と
の
問
題
意
識
、

場
合
に
よ
っ
て
は
違
法
行
為
に
な
り
か
ね
な
い
危
機
意
識
は
あ
り
ま
す
か
。
本
人
の
同
意
な
し
に
、
情
報
共
有
を
す
る
場
合

と
は
、
具
体
的
に
は
、
誰
が
、
誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
法
律
に
基
づ
い
て
行
う
か
、
お
示
し
く

だ
さ
い
。
罰
則
規
定
も
想
定
し
て
い
る
な
ら
お
示
し
く
だ
さ
い
。

右
質
問
す
る
。

二


